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（令和２年度第２回京都市保健所運営協議会資料） 

     令和２年１２月 

京都市保健福祉局 

健康長寿企画課 

医療衛生企画課 

 
新型コロナウイルス感染症に係る京都市保健所の対応状況について 

 
１ 京都市内における新型コロナウイルス感染症の発生状況 

  別紙参照 
 
２ 京都市（京都市保健所等）の主な対応状況 

年 月 内 容 
令和２年 １月 ○ １月３０日に１例目が発生したことを受け，市民からの健康

相談に応えるため，土・日・祝日を含む２４時間対応の専門電

話相談窓口を開設 
     ２月 
 
 
 
      

○ 海外への渡航歴のある市民等で，新型コロナウイルスへの感

染が疑われる場合に，適切に医療機関を受診できるよう，従来

の２４時間対応の専用電話相談を「帰国者・接触者相談センタ

ー」として位置付け 

○ 京都府・市に帰国者・接触者外来を設置 

４月 
 

〇 市内において，複数のクラスターが発生したことを受け，京

都府新型コロナウイルス感染症施設内感染専門サポートチー

ムを設置し，府市協調の下，施設等が早期に適切な感染拡大防

止策がとれるよう専門家を派遣 
５月 ○ 国の方針に先駆け，接触の可能性のある方については，症状

の有無に関わらず，また，複数回の検査も含め実施する京都市

独自のＰＣＲ検査の新基準を適用 

     ６月 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 京都市の学校や保育所，公共交通機関，医療機関，福祉施設

等の職員を対象に，京都大学医学部附属病院と連携した新型コ

ロナウイルスに係る疫学調査を実施 
○ 店舗や集客施設等の利用者から新型コロナウイルス感染症

の感染者が確認された場合に，接触の可能性がある人を迅速に

把握し，保健所等への相談を促すことで，感染者の拡大を抑え

るための仕組みとして，店舗等利用者にメールアドレス等を登

録いただき，同じ店舗等の利用者に感染者が発生した場合に，

同じ日時に居合わせた利用者に対しお知らせメールを送付す

る「京都市新型コロナあんしん追跡サービス」を導入 

７月 
 

○ クラスター発生の危険性のある店舗等について，職員等が訪

問し，保健所による指導後，継続的な指導や調査を実施する店

舗等クラスター拡大防止対策指導チームを設置  
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     ８月 ○ 市内全飲食店（約２万店舗）に対し，改めて，新型コロナ

ウイルス感染拡大予防ガイドラインの遵守・徹底のお願い及

び感染拡大防止のために，クラスターなど感染症が発生し，

発生経路の追跡が困難な場合などには店名を公表することが

ある旨を通知するとともに，ガイドライン等に関する相談窓

口を開設 

    １１月 ○ 京都市・京都府及び京都府医師会の連携により，発熱患者等

がかかりつけ医等の地域の身近な医療機関等で相談や診療，必

要に応じて検査が受けられる体制を整備 
○ 休日・夜間など受診できる医療機関がない場合の診療・検査

に関する相談を受け付ける「きょうと新型コロナ医療相談セン

ター」を開設 

○ 感染拡大防止に向けた，一時多量な行政検査への協力，大規

模疫学調査の拡大実施，京都高齢者入所施設における「検疫モ

デル」等の取組を推進する，京都大学医学部附属病院との包括

連携協定を締結及び大規模疫学調査の中間結果を報告 

 
３ 京都市保健所の体制強化等に係る取組 

  京都市では，全市的な健康危機事案に対して，より専門性を高めて機動的かつ重点的

に対応するため，新型コロナウイルス感染症対策については，京都市保健所（医療衛生

企画課）に集約し，積極的疫学調査や検体搬送，入退院等の調整，健康観察等を実施し

ています。 

  そのうえで，新型コロナウイルス感染症の新規感染者の増加やクラスターの発生等に

迅速に対応するため，各区・支所の保健福祉センター（保健所支所）を含めた全市の保

健師による応援体制を構築し，薬剤師や獣医師など他の専門職と連携して専門性を活か

した業務を行っています。【参考１参照】 
  加えて，人材派遣の導入により，民間の保健師等を活用するなど，可能な限りの対応

を行い，必要な体制の確保に取り組んでいます。【参考２参照】 

  京都市保健所の新型コロナウイルス感染症対策については，感染症による健康危機管

理事案に，機動的・効果的に対応するために集約化したものであり，情報やノウハウの

共有が容易となり，また，行政区を超えた感染事案や大規模な集団感染の発生時に，集

まった人材を事案に応じて柔軟にチーム編成し，情報収集や対応を効果的かつスムーズ

に行うことができるなど，集約化の効果が発揮されています。 
  今後とも，柔軟かつ的確に対応できるよう京都市保健所の体制確保に努めるとともに，

京都府や京都府医師会をはじめとする医療関係団体と連携し，しっかりと取組を進めて

まいります。 
   
 

 

 

 



3 

 

 （参考１）保健師の応援従事基準 

応援体制 応援従事基準 応援従事職員数 

第１号体制 
京都市内においてクラスター，大規模事案が

発生したとき 
 ４名  

第２号体制 
京都市内において直近１週間で新規感染者が

約２０名発生したとき 
９名  

第３号体制 
京都市内において直近１週間で新規感染者が

約４０名発生したとき 
１４名  

 

 （参考２）新型コロナウイルス感染症対応に係る保健師職員等の体制の推移 

 
医療衛生企画課 

（本庁） 

応援職員 

（保健福祉センター等） 

人材派遣職員 

（※２） 
合計 

９月３日 

（※１） 
２１名 １９名 ４名 ４４名 

９月１６日 ２３名 １９名 １３名 ５５名 

９月３０日 ２３名 １９名 １３名 ５５名 

１０月３０日 ２３名 １９名 １９名 ６１名 

  ※１ ９月３日から，人材派遣会社からの派遣受入れを開始。 

  ※２ 医療専門職として保健師及び看護師が従事。 
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別紙
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